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カ合衆国の女性労働者がデモを行った日に因んで 3 月 8 日を「国際女性の日」とすることを提唱してか






















雑誌『FEM』が 2005 年に紙媒体での発行に終止符を打ち，デジタル誌化した。また，1980 年代以降，
メキシコのフェミニズム運動を理論的側面から率いて来た『DEBATE　FEMINISTA』 は，昨年 20 周
年を迎えたが，資金不足と若い世代の読者の獲得に恒常的な問題を抱えている。フェミニズム運動は，
女性差別の存在を前提として，差別撤廃や女性の解放を目指す社会運動である。1980 年代に入り，フェ
ミニズムの理論枠組みは，人を男女という性別に二分化し非対称的権力関係を作った社会的・文化的仕
組みを解明しようとするジェンダー論へとシフトした。｢ジェンダーの視点｣ や政策レベルでの「ジェン
ダーの主流化」が国際社会で流通し始めるとともに，女性差別に立脚したフェミニズム運動は次第に役
割を終えたかのように見える。現在の性差別は複合差別化し，グローバル化が進む中で国際労働のジェ
ンダー・チェーンも存在する。これらの事象を分析するうえで，ジェンダー論が新しい地平を開拓した
ことは明らかだが，一方で女性差別を相対化したことも事実である。メキシコの状況も世界の状況も，
まだ女性固有の問題に立脚したフェミニズムの存在理由がなくなるまでに至ってはいない。
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メキシコのフェミニズム
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